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謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

新体制になって初めての正月を迎えました。昨年中はひとかたな

らぬご指導とご鞭撻を賜り感謝を申し上げます。今年は例年に比

べ、多くの課題を抱えた協会活動となることが予想されます。

東日本大震災から8回目の正月、描いた10年間の道筋も残され

たのはたったの2年。我々建設関連業は、発注者の技術者不足を

補うため施工管理やPPP,CMなど発注者支援が主流に移行しまし

た。引き続き復興事業を最優先に取り組んで参ります。

全国で頻繁に大規模な自然災害が発生し、年間4~5回程度が激

甚災害として認定されています。このため災害対応中に新たな災害

に見舞われるため、年中に亘って災害業務を行っており、隣県同士

の支援も出来ない有様となっています。地域企業の人材不足などで総合力の低下も考えられます。当

協会は各地域を代表する企業で組織されており、組織力を高め、更なる地域間連携を深める必要があ

ります。

国土強靭化基本計画の見直しがH30年11月に閣議決定され、災害時のインフラに代替性の確保や施

設の老朽化対策に本腰を入れるとしています。また、新たに気候変動の影響を考慮した治水対策など

も含まれています。政府は消費税率の改定に伴って、重要インフラの補修・補強に3年で3兆円を集

中投資します。我々業界にとっては後押しとなりますが、地元の事業として取り組めるよう対応して

いきたいと思っております。

担い手の確保は、人口減少の影響で業界間の激しい競争になっています。特に我々の業界では、担

い手が確保できず、企業存続の危機に陥っている例も少なくありません。政府は「一億人総活躍社会

の実現」にむけて、働きやすい環境を作るため、多くの関連法（働き方改革関連法）を制定しまし

た。この制定で私どもの業界は、やっと長時間残業からの解放や有給休暇も堂々と取れる環境になり

ます。ただし、発注者の支援があってこそ、法令の遵守が可能となります。業務スケジュール管理表

などのツールを使って、業務着手時から情報共有や協議の迅速化を企てることが必要と思われます。

19’年度の公共事業関係予算が7兆円台に届きますが、増加分は全てメンテナンスの費用で飛んでし

まいます。東北地方にとってインフラ整備は、産業の定着に必要不可欠であります。そのため、まだ

まだ予算の拡大が必要です。協会を通じて国民の理解を得られるよう活動して参るとともに皆様のご

支援を賜りますようお願いし申し上げます。

副会長　遠　藤　敏　雄

年 頭 の 挨 拶年 頭 の 挨 拶
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この総合水防演習は東北地整管内の各県持ち回りで毎

年実施されている事業で、一昨年の青森県から秋田県に

続き、今年は山形県での開催でした。今回担当となる新

庄河川事務所は19年ぶりとのことです。今年度は5月

27日（日）に大石田町横山地先の最上川左岸の河川敷

で実施され、当協会は後援協力ではなく参加機関として

の関わりとなります。

プログラムは分単位で決められており、かなり精緻な

進行で、当協会の実施内容は次の通りです。

①自律制御による複数のUAVによる編隊飛行

②3Dマッピングの紹介（VTR）

③防災展への出展

ここではUAVによる編隊飛行とその間に行う3Dマッ

ピングを紹介ご報告いたします。

実施内容の詳細は企画会社と打ち合わせを行いました

が、持ち時間である3分間の中でウエイポイントによ

り3機の編隊飛行（離陸から自動着陸まで3分弱）を行

い、当初の30秒間はハンディのカメラで離陸から上空

までの飛行を撮影し会場内の220型ディスプレイに映

写、その後上空のUAVからの映像に切替、90秒後に予

め作成した点群のビデオに切替し投映、その間レポー

ターからのインタビューに答えビデオの説明をするとい

うものでした。これについては事前にSfMプログラム

であるPix4Dのフライスルー動画とTrendPointの操作

動画を接合編集したものを作成・送付し、インタビュー

の内容をシナリオ作成し、またウエイポイントについて

も全体リハーサル時に飛行時間を確認して飛行速度によ

り時間調整をして当日に臨みました。当日は細かいトラ

ブルもありましたが、なんとか無事に3分間のデモフラ

イトを終えることが出来ました（イメージつきましたで

しょうか?）。

この総合水防演習は毎年行われるため、平成31年度

は福島県内での開催となります。当協会としても自然災

害傾向と鑑みても東北地方整備局の良きパートナーたる

べくご協力していくべきものと思います。積極的かつ主

体的な取組が必要になるものと思いますので、今回得た

経験を後続の県の担当の方と共有し取り組んで参りたい

と考えています。

最上川総合水防演習報告
田　村　道　雄

水 防 演 習 会 場 全 景 東北測量設計協会展示ブース

Report1
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■出水概要
雄物川（秋田県）では、昨年度の夏に一か月間に二

度の氾濫被害が発生したのも記憶に新しいところです

が、今年度になり再度、規模の大きな氾濫被害が発生

しました。

平成３０年5月１８日～１９日にかけて、活発な前線の影

響で、秋田県で非常に激しい雨が降り、累加雨量は多

いところで２００ミリを超える大雨となりました。そのた

め県内を流れる雄物川では、5月期として戦後最大の

水位となった観測所もあったほどでした。

■実施内容
東北地方整備局と（一社）東北測量設計協会との災

害協定に基づき実施した内容及び経緯は、下記のとお

りです。

〇 内　容：洪水状況写真撮影、洪水痕跡調査

〇 経　緯：

　 １９日０８：３０　要請内容についての打合せ協議

 　　　１２：００　洪水状況写真撮影開始

　 　　　　　　（ドローン撮影）

 　　　１６：００　洪水痕跡調査業務決定の連絡受信

 　２０日０９：００　洪水痕跡調査業務の合同打合せ

 　２１日０８：００　洪水痕跡調査作業開始

■洪水状況写真撮影
洪水状況の写真は河川の水位が低下する前の撮影が

必要で、短時間に広範囲の移動をしなければなりませ

ん。そこで作業の事前段階で以下の情報を確認し、撮

影を計画しました。

〇 昨年の洪水氾濫撮影箇所及び撮影アングル

〇 撮影箇所までの交通規制情報

〇 撮影箇所周辺の飛行制約条件

〇 河川の水位情報（リアルタイム）

当該河川は、昨年の洪水による氾濫被害に伴い、

「河川激甚災害対策特別緊急事業（激特事業）」とし

て築堤などの整備を行っている河川です。

そのため昨年度の被災（氾濫）箇所については、重

要地区であるため丁寧な撮影を心掛けました。

また撮影箇所の周辺は日ごろ河川測量などで熟知し

ているため、主要道路から現場までの動線や危険個所

などを把握しており効率よく移動が出来ました。

撮影は2班体制で行い、その日の夕方に作業を終

了・撮影画像を提出することができました。

平成30年５月
秋田県豪雨災害の対応について

Report2

　　株式会社　ウヌマ地域総研 　
　　取締役　事業本部長　熊　谷　敬　喜

提供：秋田河川国道事務所
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■洪水痕跡調査
洪水痕跡調査は、河川の水位が低下してからの調査

開始となりますが、降雨などで痕跡が消失する恐れが

あり時間との勝負になります。復旧対策に必要な以下

の点に留意して実施しました。

〇洪水状況写真との整合

〇昨年の洪水痕跡成果との照合

〇適正な調査職員の配置

〇調査キャリブレーションの実施

迅速に調査が行えるように、8班体制にて実施しま

した。班編成は昨年度も洪水痕跡調査を実施してお

り、できる限り昨年度と同じ地区を調査した職員やそ

の地域出身の技術職員を配置するように心がけまし

た。このことは地理的に有利なだけではなく、あらか

じめ洪水（氾濫）特性を把握していることにより適切

に調査できると判断したからです。さらに昨年度の成

果（痕跡範囲）の検証としても品質向上につながりま

す。

また調査班ごとの技術格差を是正する目的から、現

場にて調査方法の共有を徹底しました。

■調査を終えて
初動の取り組みと日ごろの準備の重要性を再認識した

業務でした。災害の中でも大雨による氾濫被害などは地

震災害と異なり、ある程度予測可能です。当社では近隣

の事務所が「注意体制」に入ると「機材」・「心」の準

備に入ります。具体的には以下の項目です。

○必要機材の確認（充電）

○人員の確保及び工程管理

○災害関連資料の収集

○顧客との連絡体制の確認など

「備えあれば憂いなし」ということわざがあるよう

に、いかに迅速に行動できるかは、日ごろの備えにか

かっております。特に近年の災害は休日に発生する確

率が高いように思います。それだけに特に「心」の準

備は大事に思います。

■おわりに
災害業務は通常業務を履行しながらの対応であるた

め相応の負荷がかかりますが、非常時ということで社

会的使命感が沸々と湧いてきます。さらに地域コンサ

ルタント企業としての自負なのか社員士気と結束力が

高まります。普段は「コミュニケーション不足」と

いっているのが、この時は社内の一体感が部署間の垣

根を越えてあるように思います。

最近では就職ガイダンスなどでも必ず「災害との関

わりについて」に触れ、建設サービス関連業に対する

「仕事の誇り」を話す機会も増えました。

災害は、無いに越したことがありませんが「技術者

の志」を思い出すあるいは奮い立たせるきっかけに

なっていることではないでしょうか。
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本年度もUAV保有状況調査、労働災害事故事例調査に
始まり7月には9月から東北6県と仙台市で開催される東
北土木技術人材育成協議会の講師を養成する「UAV基礎
技術講習会」を開催し、8月には「総合評価及び品質向上
講習会」、また9月１０月には東北土木技術人材育成協議会
「ICT・UAV基礎技術講習会」において、養成した講師に
より「3次元測量の概要と留意点」について東北各地で講師
を行いました。

● 平成30年度　UAV基礎技術講習会 
平成３０年7月３０日（月）　１３：００～
場　所：ハーネル仙台　7社１９名参加
講　師：㈱サトー技建　代表取締役　加藤　一也 様
　　　　㈱双葉建設コンサルタント　山﨑　　淳 様
本年度より、東北6県と仙台市の7か所にわたり講師を要

請されている東北土木人材育成協議会の「ICT・UAV基礎
技術講習会」について加藤副委員長より説明があり、その後
当協会が担当する「3次元測量の概要と留意点について」模
範講演を山崎様より発表いただきました。講師養成の意味も
あったため、受講者は真剣に聴講され、その後の意見交換に
ついても熱心に議論を行っていました。

● 総合評価及び品質向上に関する講習会
平成３０年8月３０日（木）１０：２０～
場　所：ハーネル仙台　２5社4１名参加
講　師：㈱復建技術コンサルタント
　　　　　　　佐藤喜一郎 様、小嶋　克也 様
　　　　　　　斎藤　俊二 様、樽舘　　晋 様
本講習会は、㈱復建技術コンサルタントのご協力のもと、

技 術 委 員 会
設計における最近の話題としてCIM・i-Constructionにつ
いてご講演いただきました。年々進化を遂げている本講習会
は、資料もわかりやすく大変好評をいただいており、また聴
講された方からはICT・CIMについてさらに詳しい講習会を
開いて欲しい等の意見が出ました。

● ICT・UAV基礎技術講習会
平成３０年9月２８日～１０月２６日　
講　師：
　㈱ サ ト ー 技 建　岩本　春男 様（宮城県）
　㈱復建技術コンサルタ ント　市川　　健 様（仙台市）
　㈱ み ち の く 計 画　浅利　知己 様（青森県）
　㈱東北エンジニアリング　樋口　弘道 様（岩手県）
　㈱ 眞 宮 技 術　細田　　薫 様（秋田県）
　㈱双葉建設コンサルタント　山﨑　　淳 様（山形県）
　㈱ 東 コ ン サ ル タ ン ト　森田　孝広 様（福島県）

受講者：東北6県 5２０名（官２２９名、民２９１名）

東北土木人材育成協議会において当協会員が講師として東
北各地で3次元測量の概要と留意点について国、県、市町村
職員、県建設技術試験研究機関職員そして民間はコンサルタ
ント、測量会社、施工会社の参加者に対して講演を行いました。

委員会活動報告
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１．次世代セミナーの目的
昨年度初開催した次世代セミナーも2年目を迎えました。

目的は昨年同様「後継者及び幹部社員の育成」をもとに将来

の経営者及びそれを支える社員がけん引する企業人としての

意識を醸成するとともに、「課題解決スキルの向上」、課題

解決や対応に役立つ「事例等の知見の習得」「次世代相互の

ネットワークの構築」とそのネットワークを生かした課題解

決の「相談、協力体制の構築」を目的としております。

２．開催概要
第１回セミナー： ２０１８年7月２7日（金）１３：３０～１7：１5　

　　　　　　　　ホテル法華クラブ

内　容：  「働き方改革」について事前課題を出し、「会社

の取組」「具体的な実施例」「良い例、問題点」

を持ち寄り、グループ討議を経たのち、発表、質

問、合間には「小講義」の手順で進行しました。

第２回セミナー：  ２０１８年8月２4日（金）１4：００～１7：１０

ホテル法華クラブ

内　容： 「会社や本人の困っている事」について事前課題

を出し、「問題解決の具体的な実施例」「良い

例、問題点」を持ち寄り、グループ討議を経たの

ち、発表、質問、合間には「小講義」の手順で進

行しました。

企 画 委 員 会

● 終わりに
平成３０年度も多くの事業や研修を全うする事が出来、特に

東北6県で実施する必要から通常よりも多くの事業を展開し
ました。

会員の技術力向上と協会PRを含め今後とも技術委員会の
事業にご協力をお願いいたします。

第3回セミナー：  ２０１８年１０月5日（金）１4：００～１7：００
ホテル法華クラブ

内　容：  問題が多かった「世代間コミュニケーションや人
材育成」についてグループで深堀を行い、発表、
質問を行った。合間に「小講義」をはさみ、各
自、自社PRとセミナーの感想を述べました。

 　

３．次世代セミナー2018の評価
昨年度から行っている次世代セミナーですが、昨年同様、

参加者の意見やアンケートでは大変高評価であり、「商圏が
ある程度離れている東測協だから出来ること」「技術者同士
の懇親会を含む社外交流はあまり開催されていない」「技術
的に困った時の情報量の拡大」など意義があると思います。

４．次年度に向けて
・  募集時期（6月）、実施時期（7月～１０月）、実施回数

は3回行いたいと思います。
・  募集人員は3班程度で１班あたり4～5名（欠席者考

慮）で対象者は３０～4０代。
・  研修内容は今回のように１テーマはこちらからの提案。

もう１テーマは参加者が検討。その中で深堀したいテー
マを決定します。自社PRは最終日にぜひ行いたいと思
います。

・  研修会のテーマについては、今回と同じように各社共通
の問題を討議します。
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　就職準備や卒業研究室配属の準備、企業倫理や業界

倫理を教育することを目的に「ジュニアセミナー」を

開催しました。インフラ整備における私たちの役割や

災害時の役割、最新技術や地域コンサルとして役割を

講義しました。

　大学の授業では学べない最新の測量機器やドローン
を用いた実践的な測量実習を行い、測量設計業への理
解、将来の進路選択としての意識づけを図りました。
　青森県建設コンサルタント協会との共催で青森県内
会員企業を含む5社、11名が対応を行い今年で5回目
を迎える事となり、30名近い生徒が受講しました。

東北学院大学 工学部 ジュニアセミナー八戸工業大学 土木建築工学科 測量実習
　

　補償業務委員会では、起業者のよきパートナーとして公共
事業を円滑に進めるため用地交渉、用地取得時における基本
的な心構えや留意事項、補償業務管理士共通試験についての
講習会を開催します。

● 補償実務講習会
・日  程：平成３０年9月１２日（水）　
・場  所：ハーネル仙台
・参加者：１5社　２１名
・C P D：  （一社）日本補償コンサルタント協会

　　　　　  認定プログラム5ｐ
　⑴　講　和：「公共用地交渉の心得」
　　　講　師：東北地方整備局用地部　用地調整官　
　　　　 佐々木政明 様
　⑵　土地評価の理論について
　　　講　師：株式会社吉田測量設計 鈴木　龍幸 様
　⑶　土地評価の実務について
　　　講　師：株式会社荘内測量設計舎　 黒澤　永幸 様

　講師の佐々木様からは、最初に「交渉にあっての基本姿
勢・留意事項」から最後に補償の肝と言うべき「公共事業は

補償業務委員会
理に叶い、法に叶い、情けに叶えなければならい」の講和を
いただきました。

　

　鈴木様、黒澤様には、理論的なこと実務的なことについ
て、経験や体験を解りやすく説明いただき実践に即した講習
となりました。受講された皆様が、本講習会で得られたもの
を日々の業務において活かされることを期待します。
　今後の予定として、平成３１年2月に補償業務管理士資格の
第一歩となる補償業務管理士共通試験の講習会を予定してい
ます。
　当補償業務委員会では、補償コンサルタント業務に携わる
会員の継続的な教育を行い業務の知識の向上と品質の維持に
努めてまいります。

大学等との連携事業

【平成30年7月13日（金）】 【平成30年7月20日（金）】
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認し、点検成果の取りまとめまで行います。中には、損傷の著
しい橋脚などがあり、インフラ施設の老朽化対策の必要性や重
要性を現場で実感できました。
将来どのような社員になりたいですか
人に慕われる社員になりたいです。入社して間もなくはやる

ことすべてが、初めてのことで一緒に仕事をした上司、先輩に
迷惑をかけたことも多々ありました。上司や先輩の姿をみて、
経験を積み、私が将来同じように、部下や後輩に対して仕事や
技術を伝えられる社員になりたいと思います。

作成した図面に基づき工事が進むことにプレッシャーを感じま
すが、カタチになることに大きなやりがいを感じています。

将来どのような社員になりたいですか
技術士をはじめとした資格取得にも積極的に臨み、多くの知

識と経験を積み、業務に活かせる技術者になれるよう尽力して
いきます。

昨年度、会員社で新たに社会人となった方々に
１年間過ごして感じたことなどを伺いました。

技術事業部設計課

　佐 藤　伴 哉 (22)

㈱菊池技研コンサルタント

技術第一部

　根 本　和 也 (24)

陸奥テックコンサルタント㈱

紹 介フレッシュさん

この会社を選んだ理由は？
元は法律系の専門学校にいましたが、

県内で震災復興に向き合っている測量会社の存在を知り、自ら
もその一翼を担うことができたらとの思いから入社しました。

仕事の内容と感想を教えてください
現在は、道路や法面の設計業務に携わっています。土木に関

する知識がなかったので、毎日が新発見の連続でした。先輩方
の丁寧な指導のおかげでスムーズに仕事ができました。自分が

この会社を選んだ理由は？
大学でインフラの置かれる現状や技術

者が減少していると学び、自分も地元で
住民の方々が安心して利用できる社会インフラを作っていきた
いと思ったことから、この会社を選びました。
仕事の内容と感想を教えてください
現在は橋梁補修設計と橋梁点検業務に携わっています。プ

レッシャーと責任感を感じながらも、自分で調べたことや、上
司と相談して決めたことが成果品の中に反映されることはと

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ても光栄に感じます。まだわからないことが多い状況ですが、
日々の業務に真剣に向き合い、技術者として成長したいと思い
ます。
将来どのような社員になりたいですか
机上のデータではなく、実際に現場へ足を運び、橋梁状況を

把握したうえで、適切な管理方法や長寿命化に必要な対策を提
案できる技術者になりたいです。また、実際の橋梁設計にも積
極的に関わり、人々の役に立つ橋梁を造りたいと思っています。

　初めての事やわからない事が多いかと思いますが、日々の
成長が確実に見え、頼もしく思っています。今後は、様々な
業務を経験し、先輩社員から技術を吸収して、仕事の楽しさ
とやりがいを見つけて欲しいと思います。自己研鑽に努め資
格取得に向け頑張ってくれることを期待します。

　現場調査や成果品の作成、発注者との打合せなど、数多く
の経験をしたことで、技術者として、社会人としても大きく
成長したものと思います。今後も積極的な取り組みにより、
更なる成長を期待しています。

〇上司の方から一言

〇上司の方から一言

事業部

　伊 藤　衛 斗 (24)

㈱ウヌマ地域総研

この会社を選んだ理由は？
父の影響で「この道路、橋を設計し

た」などの話を幼いころからよく聞いて
いました。様々な人が利用している社会基盤の設計、維持管理
に携わっているところに魅力を感じ、自然災害に対して、災害
復旧活動に取組む姿や地域の安心安全を守る基盤をつくること
に大きなやりがいを感じました。
仕事の内容と感想を教えてください
私は橋梁点検を中心に業務に携わっています。現地踏査から

点検手法の選定、近接目視による腐食、ひび割れ、損傷等を確

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

　橋梁形式や構造特性、現地条件を十分把握したうえで現地
作業に望み、自身で損傷や劣化の原因を調査分析、把握しな
がら点検作業を進め、点検後の補修設計も視野に鋭意取組ん
でくれることを期待します。

〇上司の方から一言
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平成31年１月発行

編  集  後  記
　お陰様で東測協だよりvol.10を発行することが出来ました。関係各位に心より感謝を申し上げます。
2018年は日本列島各地で自然災害の多い年でした。東北測量設計協会におきましても災害協定に基づき、
会員一丸となって東北の安心安全を守り、つくりあげていく所存です。東測協だよりを通じて協会活動を発
信してまいりますので、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

企画委員会　委員　安孫子　文剛

平成３０年度上半期の活動として、東北地方整備局なら

びに各県事務所長様との意見交換会を開催しました。今

年は、7月１１日に東北地方整備局様との意見交換会を皮

切りに、１２月までには東北5県内事務所長様との意見交

換会を終え、3月には福島県内事務所長様との意見交換

会を予定しています。

今年の要望事項としては、【要望１】担い手確保と育

成、経営の安定について、【要望2】地域コンサルタ

ント（地元企業）の活用促進について、【要望3】地方

自治体の業務成績評定要領の統一化と表彰の活用につい

て、【要望4】i-Construction推進についての4つの

テーマについて細目にわたる説明を加え意見交換をさせ

ていただきました。加えて、来年4月に施行を控えてい

る働き方改革関連法を見据え、また地域コンサルタント

の受注額割合の一定量の確保についてお願い申し上げた

ところです。　

今後とも、このような活動を通じて建設関連業界の課

題を共有し、国民生活を支える「建設関連業界の発展」

に寄与してまいります。

担当：総務委員会

意 見 交 換 会


